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1. 研究の背景 
 本研究では，インフラの不備や生活環境

といった問題を含む，放棄によるインフォー

マル居住地が抱える課題の解決策として，

「Incremental Housing」（以下，インクリメ

ンタル・ハウジング）というデザイン・アプ

ローチの可能性を探り，メキシコのティフア

ナにあるパセオス・デル・ベルゲルに既存し

ているソーシャルハウジングに介入するシス

テムの提案を計画する。 

インクリメンタル・ハウジングは，2000年

頃から注目されるようになった言葉であり，

様々な異なる環境に適応可能な居住モデルと

して，世界中の住宅建設において採用されて

いる。＊1インクリメンタル・ハウジングとは，

居住者自身が資金，時間，材料があるときに，

住宅の構成要素を容易に少しずつ追加し，時

間をかけて段階的に改築や拡張して育ててい

くことをあらかじめ見越した居住モデルのこ

とである。＊1そのコアとなるハウジング・ユ

ニットの大きさや完成度は様々であり，バス

ルームやキッチンなど，生活する上で必要最

低限な設備が含まれている。＊1 

 

 

2. The Experimental Housing 

Project (PREVI), Lima  
PREVI（Proyecto experimental de 

vivienda）は，1967年から1973年の間にペル

ーのリマ近郊で実施された実験的なハウジン

グ・プロジェクトである。インクリメンタ

ル・ハウジングを取り入れたプロジェクトの

中でも代表的な事例である。 

1965年に当時のペルー大統領であるフェル

ナンド・ベラウンデ・テリーによって発案さ

れ，イギリス出身の都市計画家・建築家であ

るピーター・ランドが指揮をとっている。＊2 

本研究では，4 つの異なるプロジェクトで

構成されている PREVI の中で，コンペによっ

て選ばれた 建築家のローコスト住宅群プロジ

ェクトである PILOT PROJECT 1（PP1）に着目

する。1969 年に開催された国際コンペでは，

招待建築家として選ばれた国外の建築家 13 組

と国内の建築家 13 組が参加している。国際コ

ンペの概要は以下の 6 つの原則に基づいてい

る。＊2 

①高密・低層を前提とした地域デザインで

あり，エリアの発展や拡大を考慮した単位性

を備えていること。 

②成長する家というコンセプトをもち，家

と一体化した中庭をもつこと。 

③地域のマスタープランとセットとなった

住宅群の構成原理をもつこと。 

④ヒューマンスケールの歩行者空間をもつ

こと。 

⑤耐震性をもった住宅建設構法をもつこと。 

⑥総合的な地域空間のランドスケープ計画

をもつこと。 

各プロジェクトの質が高かったことから，

1969年に行われた審査では 26組の提案全てが

採用されている。敷地を分割し，各建築家が

20 戸ずつ担当し，2 組以外の各プロトタイプ

がすべて実現されている。＊2 

 

3. 研究の方法 

本研究では，PILOT PROJECT 1（PP1）で選

ばれた 26 組のプロトタイプを研究対象とする。

1969 年以降作成され現存する基本計画図・基

本設計図・実施設計図・竣工図を収集し，資

料の翻訳と分析による資料整理を行う。 

Fig.1 Quinta Monroy, Alejandro Aravena, ELEMENTAL (2003) 

Fig.2 PREVI, Realized Urban Plan, Peter Land 
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具体的な分析方法として，整理した資料か

ら，それぞれのプロトタイプの住居クラスタ

ーの配置，コアの施工方法，コアとその増

築・改築後の面積やプログラムの変化に着目

し，ケーススタディによる比較解析を行う。 

4. 分析結果・考察 

各住宅の増築は，その構造システムとコー

トヤードの位置によって，さまざまな成長パ

ターンを可能にしている。家の増築は，コア

のプロポーションと位置に従いながら行われ

ている。各住宅の中で元のコアよりもおよそ

3倍の面積に増築している案もみられる。 

 増築・改築後の住居は，複数のプログラム

が組み込まれている。アパートや，アトリエ，

オフィススペース，託児所，店舗などのプロ

グラムがみられる。また，階段や入り口を追

加することで，住居と住居以外の様々なプロ

グラムのハイブリッドへと変化している。こ

れらの結果・考察を踏まえて本計画を行う。 

 

5. パセオス・デル・ベルヘル 
本計画の敷地対象として，メキシコのティ

フアナにあるパセオス・デル・ベルゲルに既

存している低所得者向け集合住宅に焦点を当

てる。パセオス・デル・ベルゲルは3,000戸の

同じ住宅から構成され，シングルマザーを中

心とする約5,000人の住民を収容している。＊3

本敷地の急峻で断絶した激しい地形が，家と

学校，住宅地と街の間の連続性と循環を妨げ

ている。パセオス・デル・ベルゲルでは，住

宅の放棄や施工不良により崩壊するケースが

増えている。2023年5月23日に市民保護局から

の速報により，22戸が居住不可能と判定され，

22世帯が避難している。＊4劣悪な住環境にも

かかわらず，住民たちは自らの住宅を快適に

生活できるようにカスタマイズし，活気を与

えながら住み続けている。 

 本計画は，パセオス・デル・ベルゲルのコ

ミュニティづくりをサポートし，住民のニー

ズや要望に応じてカスタマイズできる様々な

選択肢を提供するインクリメンタル・ハウジ

ングのシステムを提案する。 

 

6. 今後の展望 
 現状は各データにおける分析であり，すべ

ての研究対象のプロトタイプの分析ができて

いないため，すべて揃えて再度比較分析をし

て増築・改築後の変化を明らかにしていきた

い。また，本計画では現状は敷地分析とボリ

ューム検討であり、インクリメンタル・ハウ

ジングのシステムをパセオス・デル・ベルヘ

ルのコンテクストに合わせて計画していきた

い。 
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表.1 各プロトタイプの比較分析（一部） 

Fig.3 Pasesos Del Vergel, Masterplan, Existing 
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